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研究成果の概要（和文）：本研究はグローバル人材を育成する「国際バカロレア（IB)」と、フランス市民を育
成するフランスのバカロレア、バイリンガル・バイカルチャー人材を育成するフランスの「国際オプションバカ
ロレア(OIB)」という目的が異なる３種のバカロレアプログラムの比較を通して、教育における知のグローバル
化とローカル化がいかなる形で進行しているかを明らかにし、日本で導入が推奨されている国際バカロレアの日
本版IBの提案、すなわちグローバルに活躍できる日本人育成のためのプログラムの理論と実践の提案を行った。
IBのコア科目である「知の理論」の日本語での実践と、東アジアの知の伝統の導入を通した知の相対化プログラ
ムを提案した。

研究成果の概要（英文）：This study aims at clarifying how globalization and localization in school 
knowledge has advanced by comparing three baccalaureate programs;1. International Baccalaureate 
IB); 2.French baccalaureate; and the Option International Baccalaureate (OIB). Analyzing the 
characteristics of these three types of baccalaureates,this study proposed localized IB which aims 
at nurturing persons who can adopt globalized world but have a firm local root. In localized IB, 
Theory of Knowledge(TOK) and academic subjects are taught in Japanese, and students work by group 
but are evaluated individually with essay writing. In addition to TOK, East Asian philosophies are 
introduced to the students for realivizing knowledge.   

研究分野：社会学

キーワード： 国際バカロレア（IB)　国際オプションバカロレア(OIB)　フランスのバカロレア　知のグローバル化と
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１．研究開始当初の背景 
モノと人と情報が一国の枠組みを超えて行
き交うグローバル化の進展に伴い、「近代」
の学校教育の見直しが行われている。グロー
バル化、ポスト近代と呼ばれる時代に学ぶべ
き知識とはどのように体系付けられ、いかな
る方法で教えられるのか、どのような能力が
求められ、社会の成員として機能するために
児童・生徒は学校でどのように社会化される
べきなのかという学校の基本的機能の再定
義が様々な形で行われ、その中で「新しい能
力観」や国というローカルな枠組みを超えた
カリキュラムの編成や言語の使用が検討さ
れている。国家のアイデンティティー形成の
ための共有された知識・教養への要請とグロ
ーバル化した経済活動に組み込まれた知識
運用の技術と能力の要請のバランスをどう
取るのか。公教育において「個人化」と「経
済化」が進み、文化的アイデンティティーの
危機が叫ばれる中で、いかに価値ある知識と
能力を特定し、権威付け、分配するかが教育
と社会の中心的テーマになっている（Pinar 
2003）。しかしながら、ローカル（ナショナ
ル）な文脈と切り離された教育はどのように
可能であろうか。学校で教えているのは様々
な知識や技術のみではない。そこでは知識・
技術を理解するための「枠組み(schema)」や、
所属する社会集団で常識とされる思考法や
その表現法の規範、行動パターンを明示的あ
るいは暗示的に教えている。こうした「潜在
的カリキュラム」の修得が、顕在的カリキュ
ラムの修得を可能にし、さらには児童・生徒
を社会に送り出す重要な準備となる（渡邉
2010）。 
２．研究の目的 
本研究の目的は、グローバル人材育成のた
めの「世界標準のカリキュラム」と言われる
国際バカロレアと、「フランス人になる」た
めの通過儀礼と考えられているフランスの
バカロレア、そして日本の内容をフランスの
方法で試験する国際オプションバカロレア
の 3種のバカロレア比較を通して、知のグロ
ーバル化とローカル（ナショナル）化がいか
なる形で行われているのかを明らかにしつ
つ、それらの融合の可能性を探る事にある。
各プログラムの知の体系と教育方法、能力観
や生徒の社会化、社会との繋がりを調査によ
って明らかにしながら、日本への導入が試み
られている国際バカロレアプログラムの理
論化と具体的な在り方の提案を行いたい。 
３．研究の方法 
本研究は、3 種類のバカロレアの試験内容と
その準備教育及びそこで行われる生徒の社
会化を比較することにより、教育におけるグ
ローバル化とローカル化はいかに行われて
いるのかを認知レベル：試験問題の比較分析、
制度レベル：試験準備教育の観察調査、社会
レベル：生徒の社会化と進路の視点から実証
的に明らかにすることを目的とする。調査に
おいては、特にどのようなリテラシー（思考

とその表現法）が各バカロレアで養われてい
るのかをプログラムの中の「書く訓練」に注
目して行うとともに、フランスの哲学とそれ
をモデルにした IB の TOK の知の体系の形の
違いを分析する。比較の軸としては、フラン
スのバカロレアと国際バカロレアを 2項対立
で分析した後、国際オプションバカロレアの
オプション部分の特徴を見ていく。 
具体的には、フランスの普通バカロレア
(L/ES/S)と国際バカロレアの特徴を、①枠組
み（試験の形式と内容）、②質問形式のパタ
ーン・問題数、試験時間、②求められる情報・
知識の質（一次情報なのか、加工の必要な二
次情報なのか、何を推論するのか等）、③情
報・知識の表現法（知識・情報の組み立て構
造）の３点に注目して比較分析を行う。③の
表現法は、フランスバカロレアにおける「フ
ランス式論文（dissertation）」と、国際バ
カロレアにおける「課題小論文（essay）」の
比較分析を中心に、2 つのバカロレアの主と
して文学で使われる「コメント(commentaire 
vs. comment)」と仏の新しい論文の書き方で
ある創作文「Écriture d’invention」も対
象とする。フランスバカロレアについては、
文学及び哲学の過去問題集及び攻略本（日本
の『傾向と対策』に当たる本）の最新版を過
去３年に遡って収集する。国際バカロレアに
ついては、TOK と文学の問題に関する文献（例
えば田口雅子, 2007, 『国際バカロレア—世
界トップ教育への切符』松柏社等）、及びイ
ンターネットに公開された問題を分析する。
国際オプションバカロレアについては、OIB
実施校から過去の問題（日本文学）を入手し、
①から③の観点に沿って同様に分析を行う。
特に③については日本語になることによる
普通バカロレアとの違いに注目する。また日
本のセンター試験との問い及び情報の編集
の仕方の違いも視野に入れる。 
４．研究成果 
ここでは、研究の最終目的として挙げた日
本への導入が試みられている国際バカロレ
アプログラムの理論化と具体的な在り方の
提案を記す。 
まず 3種のバカロレア（フランスの Bac, フ
ランスの国際オプションバカロレアOIB, IB）
の 1)目的、2）内容的特徴、3)言語を、プロ
グラムに関する著作を手がかりに特定し、そ
こに日本のローカル IB がどのように位置付
くかを示す。IBの特徴は、グローバル人材の
育成を目指して、英語を主たる媒介として教
科をリサーチと課題論文で評価し、TOK で知
識の相対化を行い、CAS で実社会との接点を
持つところにある。それに対してバカロレア
はフランス人の育成（フランス市民の育成）
を目指しており、その教育目標達成の核にな
るのは、フランス式小論文に現れる思考の様
式である。フランスの中等教育修了と大学入
学資格を兼ねるバカロレアの人文科学系の
科目はすべてディセルタシオンと呼ばれる
フランス式小論文で書かなければならない。



（文学や哲学には他の様式もあり、教科によ
って書き方は多少異なるが、基本となるのは
このディセルタシオンである）。このフラン
ス式論文の習得、つまり弁証法で書き、語り、
考えること、その際に歴史を中心とした共通
教養の厳密な引用ができることが「フランス
人になること」と捉えられている。フランス
の初等・中等教育のすべてのカリキュラムは、
このフランス式論文が書けるようになるた
めに綿密かつ段階的に組まれていると言っ
ても過言ではない。実際このフランス式論文
が書けないと、フランスでは中等教育の修了
資格も、大学に行くことも、職を得ることも
出来ない。論文を書くことを通してフランス
人になるという考え方は日本では想像しが
たいが、実は日本の綴り方に代表される子ど
もの作文も受験用小論文も日本の思考様式
を見事に体現している。 
 それに対して、フランスのバカロレアの
選択肢のひとつとして設けられた国際オプ
ションバカロレア（OIB）は、フランスと生
徒の母国のいずれの社会でも高等教育を受
ける機会を与え、職を得ることが出来るよう
な、バイカルチャー・バイリンガルの人材育
成を目的にしている。OIB は日本では国語に
あたる文学と地理・歴史を生徒の母国の言語
と内容で試験するが、その際にフランス式論
文の形式で書くことが特徴である。オプショ
ンと命名されてはいるが、OIB がフランスの
バカロレア資格と認定されるのはそのため
である。文化的な素養を形成する国語・文学
と地理・歴史の内容と言語は生徒の母国のも
のでも、その知識をどのような形式に収める
かは、フランス式でありフランスの思考法と
様式の型に入れて表現しコミュニケートす
ることが求められている。フランス語以外の
言葉と知識内容で論文が書かれたとしても、
エッセンスはフランス式であることがわか
る。 
 さてこうした３つのバカロレアの教育目
標と内容に対して、日本発のローカル IB は
どのような特徴を持つのか。まず目標は、「グ
ローバル化に対応した日本人の育成」であり、
その内容としては IB の本質を体現する TOK
と教科の内容は日本語で教える。つまり体系
化された知識とその相対化は、母語で行い、
母語で知識の体系とその全体像を把握する
枠組みを作る。総合的な学習の時間等でよく
行なわれる「調べ学習」は、日本の学習指導
要領で推奨されているようにグループで協
働して行う。このグループで調べ、かつ協同
してその結果をまとめるというところが日
本の学習方法の最大の特徴である。その中で
調整の能力や役割を自ら創りだす高度な社
会的な能力が養われる。欧米ではグループで
調べることはあってもまとめの作業は個々
人で行い評価されることが多い。子どもの社
会化にとって重要な初等教育では、グループ
ですべて協働して行うことは継続して行い
つつ、中等教育段階ではグループで調べ学習

は行いながらも、その結果を個々でエッセイ
の形式で書かせるようにすると高等教育へ
の準備ができる。高校の英語の授業でエッセ
イの書き方を教える学校は多く、その時にエ
ッセイの書き方を通して英語圏の思考様式
を教えることが重要だと考えられる。大学入
学時のアンケートで、英語の時間にエッセイ
の書き方を習うことによって、日本とは異な
るものの考え方を知り、日本とは異なる社会
化がそこで行われたと感じる学生が多く存
在した。高校で、英語と日本語両方でエッセ
イの形式で調べ学習の結果を個々に書かせ
れば、多様な知識のメニューを日本語で習得
しつつ社会の中で協働でき、国外でも思考様
式を共有してコミュニケートできる人材を
育てる事が可能になる。国際バカロレアの
「知の理論（TOK）」においては現実社会への
適応の部分が強調されるが、学校では各教科
にあたる知識の体系を相対化して考えるこ
とは近代の学校では決して行われなかった
ことであり、これこそがポスト近代の考え方
のエッセンスを体現している。初等教育で学
んだ日本の起承転結や体験的な作文、英語と
ともにエッセイの書き方を教えれば、国外で
も思考様式を共有してコミュニケートでき
る人材、さらに言えば必要に応じて、知識の
創出方法と、その表出の方法を戦略的に使い
分けることができる人材の育成に貢献でき
ると考えられる。 
この理論と方法がポスト近代時代の和魂洋
才モデルとして他国への適用も可能である
と考えられるのは、明治の近代化においては
「科学的知識と技術」が「洋才」に該当した
が、ポスト近代においては、コミュニケーシ
ョンの基礎となる「書く・語る・討論する」
様式がそれに取って変わると考えられるか
らである。その際に、英語とアメリカ式エッ
セイを丸ごと適用するのではなく、まずは自
国の「書き方・語り方・討論の仕方」を自覚
しそれらを初等教育でしっかり児童に内面
化させた上で、それら自国のコミュニケーシ
ョンの様式に照らしてアメリカ式エッセイ
の論理性やコミュニケーションの特徴を相
対化することが重要であると考える。 
 和魂洋才は、「融合」を定義としているが、
自国独自のものの考え方や道徳観と、海外の
技術を明確に分離したところにその特徴と
成功の鍵があった。ポスト近代においては、
自国語で知識の習得と濃密な議論が可能に
なった上で、外とゆるやかに繋がるモデルが
推奨される。グローバル化の中で、英語によ
る高等教育が行われたり、海外に繋がるプロ
グラムと自国に留まる生徒用のプログラム
が一国の中で峻別されたりする現代だから
こそ価値を持つ日本発のローカル IBである。 
ローカル IBでは社会化で重要な初等教育は
従来通り行い、前期中等教育からエッセイ形
式(日本語)で課題を書かせ、後期中等教育で
TOK を日本語で教える。調べ学習は総合的な
学習の時間を踏襲しグループで調べて発表



するがまとめはエッセイ形式で個々に書か
せる（高校では日・英語で）。この方法によ
り多様な知識のメニューを日本語で習得し
つつ社会の中で協働でき、国外でも思考様式
を共有してコミュニケートできる人材を育
てる事が可能になる。ポスト近代時代の和魂
洋才モデルとして他国への適用も可能であ
る（3つの IBのモデルのまとめは、日本国際
バカロレア教育学会第一回大会の要旨を参
照されたい）。 
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